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家事支援:居宅介護事業所ヘルパーさんとの協働 

シリーズ『成人期の生活を考 

栗田さんの歩み  

 

 

 

 

 

 

 

 

栗田 圭介さん (46 才) 

現在は自宅でご両親と同居し、就労継続支援Ａ型事業所に通っています。 

幼少期･学齢期は特に困り感はなく福祉サービスにはつながっていませんでしたが、 

30 才を過ぎてアーチルを訪ね、ほっとスペース歩 歩゚ に゚つながりました。 

成人期の生活を考える 

◇幼少期･学齢期は本を読み、一人静かに過ごすことを好み、対人トラブルもなく、ご両親は手のかか

らない子どもだと感じていたそうです。 
 

◇短期大学卒業後、親戚にお寺があった関係で仏教系の専門学校を出てお坊さんの修

行をしていましたが、2 つ目の寺で修行が始まった時、本人から｢辞めたい｣と訴えが

ありました。修行が進み、段取りや対人関係を求められることが多くなったことで、

それが辛かったそうです。 
 

◇これまで自分から気持ちを伝えることがなかった栗田さんの様子に、ご両親は問題の大きさに気付

き、本で学び、医師に相談し、アーチルでの検査を経て、バンダナをきりっと巻いた栗田さんがほっ

とスペース歩 歩゚ に゚やってきました。 
 

◇ほっとスペース歩 歩゚ で゚はＴＴＡＰのアセスメントやプログラムを通して栗田さんの強み(視覚優位

等)を見出し、趣味や関心事を通しての他者との関わりをすすめました。 
 

◇ほっとスペース歩 歩゚ の゚プログラムに地域食堂のキッチン歩 歩゚ で゚の調理実習がありまし

たが、お寺での修行で培った調理スキルがあったことで大活躍され、当てにされたことで料

理が得意だったと気付かれたようです。 
 

◇その後、就労の話し合いになった時、ご本人が一般の飲食店の求人情報を持参されました。 
 

◇『一般求人』でしたが、職員が社長に説明に伺い、『障がい者雇用』に切り替えていただき、就労が

かなって約１０年間、信頼を得て勤務しました。一般求人から障がい者雇用へと門戸を開いていただ

いた“はじめての”事例となりました。 
 

◇しかし、その店舗がコロナの影響で閉店となり、現在のＡ型事業所に就職し、現在に至っています｡ 
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える ～親亡き後に向けて～』 
成人期の自立生活を考える第 2 弾として､居宅介護事業所の家事支援を取り入れての

自立生活事例を紹介します。                          

 

成人期の生活を考える 

就労して好きな本を買えるようになると、大量に本が増えて、部屋が散らかっていきました。プラモ

デルも散乱。脱いだ服もそのまま。飲みかけのペットボトルもそのまま。床一面に広がり、足の踏み場

もなくなってきました。また、職場で他者と交わるようになると新たに体臭が問題になり、風呂の入り

方や洗濯、着替え等の整容の課題も現れてきました。 

このように、社会参加の場が広がると、これまで表に出てこなかった

生活課題が出てきます。整容の課題は風呂に入る回数や洗濯をルーティ

ン化することで改善していきましたが、部屋の片付けの課題が残りまし

た。ご両親は、片付けるように言葉や文字で伝えましたが、“糠に釘”状

態で片付けにつながらず、両親の困り感のみが高まっていきました。 

 業を煮やしたご両親と、どこ吹く風のご本人を前に、「ヘルパーさんと片付けや洗濯などを一緒にやっ

てみませんか。」と家事支援の提案をしました。そこから、週 1 回の家事支援がスタート。見る見るうち

に、部屋は片付き、床が現れ、畳替えも敢行。見違える部屋となりました。お父さんのお手製の本棚に､ 

ジャンルごとに本が綺麗に並

び、プラモデルも棚に展示。

栗田さんワールドの素敵な部

屋が出来上がりました。更に

洗濯や洗濯物の片付けも身に

付き、お気に入りのバンダナ

をアイロンがけするまでにな

っています。 

仙台市地域活動推進センター『ほっとスペース歩 歩゚ 』゚ 
計画相談支援『トータルサポートセンターゆう』 

 

 

▲ヘルパーの小野松さんと展示 

方法を相談中 

◀ジャンルごとに本が並べられ 

ました 

佐藤 裕信 
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成人期の生活を考える 

  

ご両親が、口酸っぱく言っても動かないのに、どうして、ヘルパーさんとなら片付けられたのか？こ

こが、大切なポイントです。 

 栗田さんのマニアックな趣味の世界を、ヘルパーの小野松さんと談笑する場面が良くありました。普

段、無口な栗田さんですが、好きな話になると饒舌に大変身。ヘルパーさんと話が盛り上がり、“わかっ

てもらえたと思えること”こそが、「意欲」の源です。 

誰でも本当は、自分の世界を伝えたい、分かってもらいたいと思っています。そして、その聞き手、

受け手が現れて、自分の「イメージ世界」を共有してもらえることで、その相手に注意を向けられま

す。この場合は、ヘルパーの小野松さんです。小野松さんに、栗田さんが向ける「志向性」の大きさ

が、「意欲」の源です。「受け手」がいないと「意欲」は出てきません。やりなさいと指示して行動を促

すのではなく、こちらが、どれだけ「受け手」になれるかがポイントのようです。 

 「片付ける」「綺麗にする」という言葉の指示だけでは、具体的なイメージが見えてきません。どこか

ら、手を付けるのか、次に、何をするのか、手順の「見える化」も必要ですね。更に、どこに、何を、

仕舞うのかといった「具体性」も必要です。小野松さんと栗田さんは、栗田さんの部屋のディスプレイ

を作り上げる「クリエイター」です。心地良く見える世界を作り上げる楽しみで、2 人はワクワクしてい

る感じでした。素晴らしいですね！ 

 

▲時々、ディスプレイを変えています。現在は、「赤アリ」

や「とっくりバチ」などの昆虫のフィギア―も飾っています。
ディテールにこだわったフィギアが好きです。 

▶
独
特
な
世
界
観
が

気
に
入
っ
て
い
ま
す
。 

集
め
て
、
作
っ
て
、
飾
っ
て

い
ま
す
。
見
て
い
る
だ
け

で
、楽
し
く
な
り
ま
す
。 

◀
現
在
は
、｢

燕
巫
女
ア
デ
ラ｣

の
フ
ィ
ギ
ア 

を
飾
っ
て
、｢

魂｣

の
世
界
に
浸
っ
て
い
ま
す
。 
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 福祉は、サービスを提供する側と、サービスを受け取る当事者側といった 2分法で考えられています。

また、支援者(ヘルパー含む)は、利用者に添うことを基本姿勢として学びます。しかし、「自閉性」の方

には特に、提供者、当事者と分けるのではなく、また、当事者に添うだけではなく、「一緒に作り上げる

関り」が大切で、それは、一緒に『共事者』(共感し合いながら信頼性を作りあげていく関係)になるこ

とだろうと思います。 

また、栗田さんの場合、ご本人とヘルパーだけでなく、ご両親も加わって（お父さんは本のサイズに

合わせて本棚を手作り、お母さんは畳替えを敢行するなど）、3 者で取り組む広がりとなり、栗田さんに

とってより安心の居場所を実感できたのではないでしょうか。 

次回は、グループホームで｢一人暮らし｣をされている方で、ご実家での家族との暮らしから、祖父母宅での暮らしを経て、

グループホームでの生活となり、その後「就労」されました。先に｢暮らし｣を整えてから「就労」という道筋をたどった事例

になります。 

成人期の生活を考える 

 

 最初は、床が見えなかったので、これは？！と思いました。

でも、栗田さんと話しをして、一旦、やると決めたら、やり始

めて下さるので栗田さんは偉いと思っています。何度も、栗田

さんにお話ししたことは、栗田さんの宝物は、きちんと片付け

ないと、周りから見たら、ゴミに見えてしまうかもしれません

と。すると、ケースに入れて、プラモデルを飾るようになりま

した。100円ショップで、ケースを買ってきて、小物も整理が

進んでいます。本当は、私が来ることは嫌だったそうです。当

然ですよね、他人が入ることは。でも、今は、楽しみにしても

らっていて、こちらも、嬉しいです。 

 

 本当に、小野松さんには助かっています、こんなに、片付いて。感謝です。毎週木曜日

に小野松さんに来てもらっているので、その日になると、前もって、自分で部屋の片づけ

をしています、ペットボトルを仕舞ったり（      ）。 

 それにも驚いていますが、頼んでいないのに、新聞ラックから新聞を取って、紐を掛け

てくれています。また、それとなく、玄関にゴミ袋を置いておくと、持って行ってくれて

います。片付けの意識が、拡がっているんですね。本当に、びっくりです。 

 生活スキルを徐々に覚えてもらい、将来は、グループホームか、アパートかで生活でき

ると良いと思うし、このまま、この自宅にいて、ヘルパーさんに手伝ってもらっても良い

のかと思えるようになってきました。今までは、将来が心配だらけでしたが、今は、本人

にとって、一番良い方法は何かなと、考えられるくらいに安心できるようになりました。 

 

小
野
松
さ
ん
に 

来
て
も
ら
っ
て
、 

助
か
っ
て
い
ま
す
。 

楽
し
み
に
も
し
て
い
ま
す
。 
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評議員会報告 

 

 

2023 年度の評議員会を 9 月 16 日(土)水の森市民センターを会場に開

催しました。 

当日は評議員の方々、理事、監事、管理者含めて１０名で意見交換をする

ことが出来、様々な運営課題に対して貴重なご意見をいただきました。早

速今後の運営に取り入れさせて頂くと共に、今期策定予定の 2024(R6)年

から 3 年間の次期中期計画の検討内容に反映させていきたいと思います。 

Ỏ е  

Ӫ ͵ ᶳ

╧ — Ὕ

⁵̘̓ ԃ ᴻת ◑

 

Ḛᵭ 60 ᴽҁ ⁵ ṅ ⁵

ẚỎ ẚỎ Ỗѕ ϯ

ᶳ  

Ḏ хỎ ỡ ῑ  

˞☺ ᴳ Ξ ắ 

ᾶ ◗ ΅ ủ ὦ

ᵅṖ Ỹ◐

 

Ḛ ỡ◗ Ỗ

ϑ ὶ ᴮὂ╣ ѕ ṥ

ἐכֿ їג ṥ Ὣ  

ῲẢ ᴪᵊ Ἢѕ

ḹϹ Ỹ OJT ˢᾗ ˟

Ҿ ắ 

Ḛᵭ ԃ ▐ ὶ ỉϫ ᶳ —˞ ᴒ

ẚỎ Ѕ

ᶳ  

 

 

テーマ１） 人材育成についてアドバイスをお願いします 

ꞈ ҡ˭( ⁵ ΅ϓ ) 

 

ṅ ᵭ ╕ ⁵ ї Ỏԃ(ố ằ

̻) ї ‫⁵ᴮὂ ₲ε ᶺ

 

‫⁵ᴮὂ  

ṥ ᶳ ╧ — ˟

Ầ ˟Ầ ⁵ Ҿ ˏ

Ỗѕ Ѕ  

ὗ 1 Ẫ ˟ ᵩ◗ Ỗѕ ṥ

ֽ ᾶ  

Ỏ ⁵ Ỏ 

⁵ṗ

⁵ ˟ ⁵

Ҍ ẻ ѝ ԃφ ⁵Ἢ

טּ ᶆ Ḁ Ỏԃװᾼ ѐ ⁵ṗ Ϯ

˟→ ⁵ Ξ  

ᵅṖ ἣἐ ˢ Ὼᾒ נּ ˋ

ủ Ἆ ⁵ ᾶ ᶆד Ϯ

⁵ṗ ͒ ᴩ

̘ Ѫԃ ѝ כ γἎ

ẻ ẇ NPO ⁵ ⁵

Ỏ ổ Ӫ Ҿ—ἐ 

̘̓Ξ ˋᴳᵺи  

 

Ỏԃ ѻᴁΪ ⁮  Ӳ ḉ 

—˭ ⁮ Ỏ ⁮  Ӳ ḉ 

ɋẼ ổ Ӫ  

ɌẼ ᾳ  

̘̓Ξ ˋᴳᵺи 

γҡ  
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評議員会報告 

●2023 年度評議員紹介● 

池田昌弘さん[NPO 法人全国コミュニティーサポートセンター代表]・加藤 恵さん[利用者家族]・後藤咲子さん[利用者家族]・ 

相馬潤子さん[認定 NPO 法人みやぎ発達障害サポートネット代表]・高木真理子さん[利用者家族]・千田真紀さん[利用者家族]・ 

遠山裕湖さん[一般社団法人宮城･仙台障害者相談支援従事者協会・宮城県医療的ケア児等相談支援センター センター長]・中野広光さん[利用者家族] 

テーマ４） 中期計画の進捗状況等含め何でも   

ꞈ ҡ˭ ῾ “ “  

“ Ỏԃ῾ ҊỎ ⁵

Љ Ỏԃ ╕

е  

ᵭ ҡ˭ ῾ “ ⁵ Ἆγ

̚Ӽ  

╣ ặ Ⱶ ᶓ Ⱳ δ

֥ Ỹ◐ ѵ ṥ Ἆγ

Ѯ  

⁵ ᴳ ᶳ үѐ ᴳ Ӫ

ὶ ῲ ỎḾ

֕Ӱ  

ҡ˭  ·ּמ ẇΪ  

ᵶἐ ӣ  

−ẏ ̻͒

ắ  

Ḏ хỎ ϑ ể Ἐ Ỹ◐ Љ 

− ẙ ᾶẪͯ Ỗ

ͯ ͒ ᴳ Ỹ῾ ἵ

Ӫ ѷ ϑ ể Ἐ

Ὣ  

ѻᴁΪ ї Ṍ ᵅῺ

ỡ ẚỎ ї Ỹ◐ Љ

╕  

Ỏ  Ἵằ ѻᴁΪ Ξ ṭ

 

ố ằ̻ ὀϹ ͯ Ϲ

ᴁΪꞈ  

ˢỖ ѻ ᾒ 18 ṇˀῲ  

◗ᵭ άṎ ˢỖ

פֿ ѻ  

テーマ２） 相談支援ニーズへの対応について                  

ҡ˭ (→⁵ѻ ἐ·ּמ)   

( ˞Љ ₢⁮ ) ʼ

⁪ ᵭ ᶳ ᴮὂγ ẇͽ

⁪ Ѕ ͵ ᶳ ⁪

↔  

⁪ ⁪

 

 ☺

ẚỎ ϻ ḛ ꞈ ʼ

 Ṗקּ

ꞈ ʼ

Ὣ ắ Ṗקּ

ắ  

ᵭ ҡ˭ ᴽố ằ̻ ἐ·ּמ 

╢ Ậҡγҡ˭  

9 ᴘҡγ ꞈ ằ̻Ỏԃ Ἠ ῲ  

NPO ɋꞈ ằ̻Ỏԃ ὛͽẐ

Ậ Ḋ Ҿ ɌỎԃᾒ Ỹ ḱ

ᾙ ὶ  

╢ Ậ ᴘ Ỹ ḱ Ἠ ♯

ἐ ▬ ͽ Ỏԃἐ ▬ ḱ

′  

ҡ˭ ⁪ ᵭ ʸ• ˏ

⁵ể ʼ Ṗקּ ⁵ ⁮

◑ ˏ ╕ ῾ Ӝ

Ỹе  

テーマ３） 情報発信について 

ᵭ ҡ˭ 

ѻ ᵅṖ ⁪ Ẽ

ʸ• ӏ ᾒ 

ӡ ╕ Ỏԃ נּ ῾ “ נּ

Ỏԃᾒ ʼ ἐד ʸ•  Ṗקּ

Ạ ᵅṖ מּ·

´ ḛ е ͒ δᴒṭ ῾

פֿ ắ ῾

“ ⁵ ˮ ˢ

ắ  
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職員研修でのグループワークの報告 

令和５年９月１６日(土)、理事の波多野さんのファシリテートで職員研修を実施しました。内容は

5 月 27 日の職員研修で話し合った『私たちの｢持ち味｣｢魅力｣｢強み｣ってなんだろう？』と『将来や

った方がいいのに、まだやれていないこと（目指したいこと）』の２つのテーマで、前回出された意

見をもっと具体的に形にしていくためのワーキングとなりました。 

この研修実施に至る経緯としては、理事や管理者だけでなく、全員参加型で事業運営や課題解決を

考えていきたいという思いから中期計画に【グループゆうのミッションをより分かりやすく表現す

る】という目標を掲げ、その一貫でグループワークに至ったものです。全員参加型のグループワーク

は今後も継続的に実施して、ミッションを職員が共有できる分かりやすい表現に生まれ変わらせて共

有していきたいと考えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新しい人材募集をする際に、前回出されたグループゆうの 6つの｢持ち味･魅力･強み｣の中でどれ

を一番に訴えるべきかという内容で意見出しをしました。 

ɋ ̞ ᶓ ằ̻                        Ɏ ỡ Ỏ ᵅῺ ắ ╕  

Ɍ ἐ מּ·                  ɏ ‫ Ἠ  

ɍ Ϲ → Ὼ ˋ    ɐ Ѩ Ḁ  

①②が一番の強みであり、打ち出していく方向性であると考えられるが、 

⑤がアピール不足･イメージの共有ができていないという意見が多くみられました。 

以下のテーマ毎に「実現に向けたアイデア出し」と「アイデア実施 

に伴う下準備」という内容でグループワークをしました。 

A IT Љ ⱡҾHP SNS  

B  ͯ

C Ϲ−  

職員の中から予想を上回る数々のアイデアとそれを実行するための準

備について活発に意見が出され、“自分たちが目指したいと思っている

ことを自分たちの力で課題解決していく過程を経験する”という１つの

機会になりました。 

実はこれからが本番で、“実現に向けて自分のできることに取り組ん

でみる”という実践があり、一人一人の頑張りを 12月に実践報告会とい

う形で発表する場を設けます。 

この取り組みを通じて、“職員一人一人が課題に対して主体的に考え、

取り組み、その過程を共有しながら理想の形の実現を目指す”という

“風土”をグループゆうの中に作り上げていきたいと思います。 

ȯºɇ 

1 

ȯºɇ 

2 
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オススメスポット情報／おでかけ編 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

利
用

者
(家

族)さん･職員か
ら

の

利用者(家族)さんが実際に行ってみて、居心地が良かった、設備

が充実していた、スタッフが優しかった、合理的配慮が感じられた

等々、皆さんにオススメしたい場所を紹介するコーナーです。こん

な場所を教えてほしいというリクエストもぜひお寄せ下さい。 

   7 月にワークスペース歩 歩゚ の゚余暇活動で行った

『名取市サイクルスポーツセンター』が参加者に好評 

だったので、紹介したいと思います。 

 

様々なアクティビティや海風を感じて走る

サイクリング、子どもから大人まで一日中楽

しめる施設になっています。また、日頃の運

動不足解消やサイクリング好きの方などにも

おすすめのスポットです。気になった方は是

非一度訪れてみてはいかがでしょうか？(岡部) 

 

 

⁸֝׀  
981-1213 ὟḜ ⁸֝׀ ʣἬ 2-20 022-385-8027  

 

Ҷ̴ ѿ ͫ█ 2 ₣    ͢ϑẴ╚ ὗ₣ (΅Ҷ ѻѕ ᾤ )  

 ֖ ˢ 1 Ỗѕ 500 ̳   ᾴϹ− 1 Ỗѕ 300 ̳   ᾴϹ−  

̘ԃỖѕ 4 ᴘ 11 ᴘ 9 00 17 00    12 ᴘ 3 ᴘ 9 00 16 30  
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『子供の家』見学報告 

今年 7 月に子供の家の職員の方々がグループゆうの見学訪

問に来てくださったご縁で、今度はこちらが訪問させていた

だくということになり、埼玉県清瀬市にある社会福祉法人

「子供の家」を見学してきました。       （事務局 浅野 弘絵） 

ἧ͑ ὤ  

Ἆγ ẻ ⁵ ẪӜ · ˀῲ◗ ố ᵶẴ╚ ầ

2022 ṙ ӌῺᾒỎԃ

ϋ╚ ∏⅓Ậ ṙ ˞ ӡ Ξᵭố ᶡố

ӌῺᾒ ̘̓  

כֿ ∏⅓Ậ Ҵ Ậ ֜Ẫ˟ ѻằ̻Ỏԃ Ẫ

ἵ ̘̓ Ẫ ‗ ̘̓ ˞ Ẫ ằ

ѳפֿ Ỏԃ ϋ  

3 ᾱḹ ˗  

ϋ╚ Ể ˔ת ố ᵶ

Ẵ╚ ᾒ Ẫ + ᾒ Ể ◗ Ẫ

מּ· Ӫ ắ

Ḛ ˞ −

Љ Ẫ ·  

Ẫ ʸ• ʸ☺ Σ ӌ• уӨ ѯ −ЉὌж

⁬ Ξ ϹὌὌж ₑ Ὧ Ἠ ♯ ἧ ↑ ỡᵒ

ᶴ е ˟ ᴻ ỡ◦ѐṶ ͭϻ ̛Ϊ ҅╜ ỸẴ  

ᶓ ố ᵶẴ╚ ỡ ̻ᾝ ֕ ᾒּכ ☺—˭

♯ ˢ ї Ẫ

ͽ ∏⅓ẬẪ · ằ̻ ᶺ↓ ע ˞ Ẫ ‗ Ẫ˟

ᶡằ̻Ỏԃ ӣ ˞ Ẫ Ἠ ằ̻ ᶺ

⅝ ♬↨ ắ  

ἶ  

グループゆうでは、制度事業として発達に心配のあるお子さんの療育・支援を実施しております

が、相談事業を通じてお子さんだけではなく、ご家族を含めたサポートが必要なケースが毎年増えて

きているという実感を持っています。その中で、制度事業だけでは限界があること、十分なサポート

がしきれないことが課題となっています。今回はその課題を解決するための 1 つの方法を実践されて

いる“そだちのシェアステーション・つぼみ”を見学させていただきました。 

 地域や施設の現状・課題について丁寧にお話しくださり、障がいの有無に関わらず、地域の子ども

たちをどう支えていくのかについて学ぶことができる大変有意義な機会となりました。今後グループ

ゆうでも制度の限界に向き合っていきたいと思いました。 
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Ḛε Ӝἐ ẇͽ Ξᵭ

ἐ ᶡằ̻ Ỏ

ằ̻ ʸ Ќ ӣ ἐ ע ⁵   ת ᴳ

ằ̻ ױ ᵅṖ Ể ˔ת

פֿ ẇͽἐ ї• ổ ᵭ

ᶳ Ṕ Љ  

ᵶἐằ̻Ỏԃᾒ—˭ ᵺ Ḁ ע

Ẫ ằ̻ 2 ẇͽἐ ḙ Ḛᵭ ѻ

ḗ ˋᴳ ῲ  

Ḛε ᴮὂ ẇͽ Ẫ   ת ᴳ ˢᾗ Ṗקּ ↑

Ѕ Ѿї Ξ π ᶳ  

                             ▌ ᶖψ 

 

研修報告 

【日時】令和 5 年 9 月 3 日(日) 

【会場】エルパーク仙台 

【主催】認定 NPO 法人みやぎ発達障害サポートネット 

ἧ  

 

ׄ  

  【日時】令和 5 年 9 月 24 日  オンラインによる事前研修 

       9 月 30 日・10 月 1 日  トレーニングセミナー 

  【会場】社会福祉法人 想伝社  しゃーれおおまち 

  【講師】中山清司氏(自閉症 e サービス全国ネット代表) 

真船 亮氏(Bon ワークス枚方） 

佐々木康栄氏(TEACCH プログラム研究会東北支部代表) 

 

ỡ ῑ e ἧḼ  

4 —˭ ẇͽ  

ỡ ῑ ỸṔ γῺ

ᵅῺ ͻ ↑ ʤ ỡ

Ὄ ằ̻ ṥ→ ỸṔ

Ạ ᴩῥ ḽᶣַͯא

PDCA ᴻ ằ̻ἐ ₑ

Ḛᵭ ϧỎԃᾒ

Ỹ◐ ⁵ ᴩ ắ  

「100％の力を出し続けなくても

過ごすことができる支援」という

先生の言葉がとても印象的で、

これからの支援プランに活かし

ていきたいと思います！    

K 

評価キットの使い方や先生のモ

デルさんへの関わり方を通じて

今までの自分の見立てやアセス

メント方法を見直すきっかけにな

りました☺。     

出来るからといってあれもこれも

ではなく、利用者さんの強みや

得意を活かした支援を考えると

いうことを経験できました♪      

S 

＝参加者の感想＝ 
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 自由記述欄   

 私は、映画を見ることが好きです！色々なジ

ャンルの映画を観ますが、特にホラーやサスペ

ンスが多いです   家でくつろぎながら見るの

が好きで、最近は照明を暗くし、お香を焚きな

がら見ることにハマっています       

̸ᴜ ˺  
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スタッフリレー／NEW職員紹介／ご寄付のお礼 

発行：認定 NPO 法人 グループゆう 
〒981-3212 仙台市泉区南中山 2-12-3 

【TEL/FAX】 022-376-7679 

【ホームページ】 https://www.g-yuu.com 
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第 12 走者 西澤 和々子さんから、ピーターパンふくおかの横澤 佳奈さんにバトンが渡されます。次号もお楽しみに！ 

 

職員が職員に質問したり、仕事以外の自由記述から普段は見えない素顔を紹介する企画です。 

第 11 走者「大沼 千紘さん」から第 12 走者「西澤 和々子さん」へバトンが渡されました。 

 

12  ᴇ ἧ 

●所属：仙台市サンホーム 

●勤続年数：４年 

●出身地：青森県 

 

 西澤さん教えて！ ※大沼 千紘さんからの質問です 

●趣味は？：映画鑑賞            

●得意なことは？：どんな場所でも寝れちゃいます‼ 

●よく聴く音楽は？：ロックバンド   

●チャレンジしてみたいことは？：ロックバンドのライブ 

で人混みにダイブ！！ 

●何している時が一番幸せ？：美味しい物を食べてい 

る時♪ 

 

「エスター」 

主人公の女の子の

独特な雰囲気と、

衝撃的な結末に驚

きの作品です👀  

 

「 7 番房の奇跡 」 

父と娘の愛の深さ

に、涙が止まらなく 

なる 

作品 

です 

！！ 

ホームヘルプサービス 

梅津
う め つ

 恵美子
え み こ

さん 

[ R5₴ 9 ]  

ʾ Ƌ Ṫ̃ ︣Ὓ( ϙ ) 

ʾῨΦσᾠ ˜ ḧ Ⱨ⅍ᴉΥ  

ʾ ˜ӗ τӗ ΰο ᶨΰοΜθιΪϥ

ϢΞΣ︣ ΜΰθΜρ◘ΜϘβʻ 

“ NPO ⁵ ắ Ѳ ⌐ ᶛᾤ ἵ

NPO ⁵ Ἠ Ḛᵭ נּװ ′≠ ᶳ  

χ Ѳ “ NPO ⁵  ᴙ ѕ100 ⁵ Ѳ ἐ ᶽᴭ

ӡ —˭ ҁ ỡ“ ᶟ ⁵ Ỏԃ̘ת ằ  

 ü ü ü ü ᵳ ᶍ ᶞ ü ü ü ü   

銀行:ゆうちょ銀行 名義:NPO 法人グループゆう 

店名:二二九 店  店番:２２９ 

預金種目:当座預金 口座番号:０１１６４４３     

 

他の金融機関

から振込み 

銀行:ゆうちょ銀行 名義:NPO 法人グループゆう 

記号:０２２4０-2 番号:１１６４４３ 

ゆうちょ銀行 

から振替 

Ὣ̂ ⱳ ֛ ̂ ϼ  

【令和 5年 7月～9月】（※敬称は略させていただきます） 

阿部浩二、有路耐子、池田通子、池田敏彦、石井綾子、石山利代、泉田さとみ、上島香弥乃、柏 貴之、上岡康子、 

菅野淑江、菊池律子、木村雅彦・良子、近藤 満、今野可成江、近野光枝、佐藤裕信、清水八千代、白木悦子、 

鈴木千枝子、関場千里、高木真理子、髙橋八重子、田畑英伍、寺田光代、都丸創万、成瀬理沙、平井英一、平田全廣、 

藤田佐和子、松浦由紀子、丸 清隆、本橋 尉、森蔭三貴子、谷津 尚美、渡邉清乙、渡辺 昇 

 個人：一口 3000 円  団体・法人：一口 10,000 円  


